
1942年、戦中の食糧難の中、身近で貴重な動物性たんぱく質であった近海の水産物を日本国中に届けるた
め、また品質を劣化させずより遠くまで流通させるという使命のもと、水産物の調達販売・製氷・冷凍保管の
事業からニチレイグループはスタートしました。その後1960年代、食生活の欧米化を新たな機会と捉え、
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新たな価値の提供を 
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環境配慮型
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ニチレイフレッシュ

2005

日本冷蔵株式会社
に改組

1945

株式会社ニチレイ
に改組

1985

漁労（自社遠洋船籍で漁獲）
中心の水産物調達

・ 各国が自国領海近傍で行われる外国
遠洋船籍の漁獲量への規制強化
・200海里問題などにより漁労が衰退

世界的に魚食が増加 
するが日本での需要は 
低下傾向へ

大手回転寿司チェーンが 
多数出店

・天然水産資源の枯渇問題
・ タイで養殖池のエビが死亡する 
病気発生「EMS（早期死亡症候群）」

・輸出国での水産資源規制強化
・ グローバルな持続可能な水産物認証
制度への要請増加

水産事業に関わる
社会の変化

水産事業

1990 2000 2010 20201942 1950 1960 1970 1980 

1942
「帝国水産統制 
株式会社」の設立

1970年代
カナダで数の子の調達開始

1972
全国9拠点に水産加工品の 
生産販売マルイチ加工（株） 
設立

1978
ブラジルにアマゾナス食品工業（AMASA）設立 
天然エビの冷凍加工事業を開始

1960年代
アラスカで魚卵（筋子・
いくら）・サーモンの調
達開始

1968
アフリカ産タコと 
中南米産エビ取り扱い
シェア1位

2014
香港に「日冷鮮貨香港
有限公司」を設立

2021
中国黄海沿岸「あさり」
がMSC認証を取得

2017
・ ベトナムに自社水産加工品会社 

Trans Pacific Seafood Co.,Ltd. 
設立
・ インドネシア「生

い の ち

命の森プロジェクト」 
バナメイエビがASC認証を取得

1981
グリーンランド沖で甘エビ
事業を本格開始。甘エビ
のパイオニアとなる

1996
ノルウェー産アトラン
ティックサーモンの輸入
実績を評価され、同国王
から、当社会長（当時）が
功労勲章騎士一等を授
与される

2006
・ 「水産事業再生プラン」を発表し、取り扱
い魚種と国内販売拠点を再構築

・ セントマーチン島 
（ツナ缶用まぐろ） 
での買い付け 
事業から撤退

・ インドネシアで 
「生

い の ち

命の森プロジェクト」 
開始（粗放養殖エビ調達 
の売上の一部を基金とし 
たマングローブ植林活動）

畜産事業に関わる
社会の変化
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畜産事業 
の開始

・ 国内での川上から
川下までの畜産
インテグレー
ション事業の展開
（チキン・ポーク）

・ 畜産加工品事業
の開始
・輸入チキンの強化
・ インテグレー
ション事業撤退

・ CVS/外食など業務用顧客が使いやすい 
最適加工度での畜産加工品の開発・販売
・ 海外子会社で畜産 
加工品の生産開始

・ プロセスセンター事業を開始 
（大手量販店向け精肉アウト
パック受託事業）

・【こだわり素材】のコンセプトに準じたオリジナル畜産品をサプライヤーと協働で開発し販売
・サプライヤーや取引先と協働による持続可能な畜産業と資源循環に向けた取り組み
・自社で国産養鶏事業と処理場を運営

畜産事業

水産事業 
の開始

・自社漁労での調達
・ 世界各国から多品
種天然水産物を
調達

・世界での調達網拡大
・ 高品質な商材調達のため重要拠点に
駐在員事務所を設置
・国内で水産加工品事業を開始

・ 水産加工品の取り
扱い強化
・漁労事業から撤退

・海外販売（中国・北米）開始
・ 外食、中食・回転寿司向け商材
開発強化

・海外（アセアン）へ販売開始
・ ベトナムへ自社水産加工会社を
新設

・海外と水産加工品の販売強化
・ 持続可能なグローバル水産認
証品の取り扱い増加

1956
農畜産課を新設し、
豪州から牛肉を 
輸入開始

1960
千葉県鎌ケ谷試験所を開設。
種鶏・養鶏事業と種豚の 
飼育事業を開始

1977
タイ・中国から 
冷凍チキンを輸入開始

1979

・ 畜産部に畜産加工品課を新設、 
チキン加工品の生産販売を開始
・ （株）ニチレイ飼料を設立

1991
タイで、チキン畜産加工品を
本格生産・販売・開始

1993
船橋・川越・横浜で、大手量
販店向け精肉アウトパック
受託事業（プロセスセン
ター事業）を開始

1982
当社（当時において）
冷凍チキン輸入量が
日本で最大となる

2000
抗生物質・合成抗菌剤を与えないで飼育した 
「F

エフエー

Aチキン」を販売開始

2005
第1回こだわりセミナー開催

2007
・ 脂肪酸バランスの健康価値に着目した 
「亜麻仁の恵み豚」の試験飼育開始
・ 岩手県に（株）ニチレイフレッシュファーム洋野農場 
を設立し、純国産鶏種「純

じゅん

和
わ

鶏
けい

」の養鶏事業を開始

2009
「純和鶏」を通じた地域農産物循環型プロジェクト開始

2020
「純和鶏」が農林水産省
の特色JAS（持続可能
性に配慮した鶏肉）を 
国内で初めて認証取得

2012
岩手県に 
（株）フレッシュチキン軽米を設立、 
国産チキンの処理・加工事業を開始

・牛肉の輸入自由化
・輸入豚肉セーフガード発動
・BSE/鳥インフルエンザ発生

・大規模小売店舗立地法改正
・大手量販店が多数出店
・牛肉の偽装問題

・ 畜産物が与える環境負荷や 
安全性についての問題意識の 
高まり

・ 気候変動の影響による飼料作物 
不作と価格高騰

動物性たんぱく質
の需要増

・ 食生活の欧米化
の加速
・東京オリンピック

・ 豚肉/鶏肉の年間
供給量が100万
トン超

・ 牛肉の年間供
給量が100万
トン超

2005：
水産・畜産事業共通の【こだわり素材】コンセプト
「鮮度・おいしさ・安全・安心・健康・環境にやさしい（2022年より持続 
可能性に変更）」の調達や開発を提供する

畜産事業を開始しました。これからも社会変化のニーズに応じた水産物と畜産物の
調達・最適加工・販売を国内外で展開するとともに、地球環境や社会に配慮した持
続可能な食の実現に取り組んでいきます。
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